
必要な書籍・設備器具 

◆新規、更新調査時に書籍、器具の確認を行います。 

＜薬局＞ 

器具 書籍 

□ イ 液量器（小容量（50 cc 未満）及び中～高容量（50 cc
以上）のものを各 1 つ以上備えることが望ましい） 

□ ヨ 調剤に必要な書籍 

 □ ① 日本薬局方（最新版）及び 

□ ロ 温度計（100°C 計測のもの）  □ ② その解説に関するもの 

□ ハ 水浴  □ ③ 薬事関係法規に関するもの 

□ ニ 調剤台  □ ④ 調剤技術等に関するもの 

□ ホ 軟膏板  □ ⑤ 当該薬局で取り扱う医薬品

の添付文書に関するもの □ ヘ 乳鉢（散剤用のもの）及び乳棒 
□ ト はかり（感量 10 mg、100 mg）     

□ チ ビーカー     

□ リ ふるい器     

□ ヌ へら（金属製のもの及び角製又はこれに類するもの）     

□ ル メスピペット     

□ ヲ メスフラスコ又はメスシリンダー     

□ ワ 薬匙（金属製のもの及び角製又はこれに類するもの）     

□ カ ロート     

＜薬局製剤製造業＞ 

器具 書籍 

□ イ 顕微鏡、ルーペ又は粉末Ｘ線回折装置 □ ル 調剤・試験検査に必要な書籍 

□ ロ 試験検査台  □ ① 日本薬局方（最新版）及び 

□ ハ デシケーター  □ ② その解説に関するもの 

□ ニ はかり（感量 1 mg）★  □ ③ 薬事関係法規に関するもの 

□ ホ 薄層クロマトグラフ装置★  □ ④ 調剤技術等に関するもの 

□ ヘ 比重計又は振動式密度計  □ ⑤ 当該薬局で取り扱う医薬品

の添付文書に関するもの □ ト pH 計★ 
□ チ ブンゼンバーナー又はアルコールランプ  □ ⑥ 薬局製剤業務指針（薬局製剤

製造業の許可を受けている

薬局） 

□ リ 崩壊度試験器★ 
□ ヌ 融点測定器 
※ 試験検査台については、調剤台を試験検査台として用いる場合であって、試験検査及び調

剤の双方に支障がないと認められるときに限り備えなくてもよい。 

★印のものについては、下記の厚生労働大臣の指定した試験検査機関の利用可 

 名称 所在地 電話番号  

（公社）東京都薬剤師会 千代田区神田錦町 1-21 03-3294-0271 
（一社）日本薬業貿易協会 北区浮間 3-23-4 03-5918-9101 
（公社）日本食品衛生協会 町田市忠生 2-5-47 042-789-0211 
（一財）日本食品分析センター 多摩市永山 6-11-10 0423-72-6711 
（一社）東京都食品衛生協会 板橋区徳丸 1-19-10 03-3934-5821 
（株）環境技術研究所 足立区江北 2-11-17 03-3898-6643 

 東京理化学テクニカルセンター（株） 品川区東大井 1-8-21 03-6433-2794  

 (一財)ニッセンケン品質評価センター 台東区蔵前 2-16-11 03-6802-8631  
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